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	終身刑の定義
	終身刑の成り立ち
	終身刑が存置されている国
	日本の刑法制度
	終身刑創設への動き
	法律骨子案内容
	被害者感情を重視して重罰化傾向が高まり、死刑執行数も増えてきている。また、裁判で無期懲役を言い渡す際に、「仮釈放には慎重に」と注文をつけ、死刑と無期の落差を埋めようとする判決も出てきていることから、これらのニーズを満たす存在としての終身刑が必要とされている。
	米国での調査の結果では、長期より短期の受刑者の方が、出所の可能性があるだけにむしろ、強い不満を抱いたり激しく権利を主張したりし、処遇が難しい傾向があることが判明しており、また、ある死刑囚は「死刑囚が精神を病むのは、いつ処刑されるか分からない状況に置かれるためだ。３畳一間に死ぬまで閉じ込められていても、死刑執行がないと分かっていれば、その中の生活もまた人生だ。」と語っている。
	米国の過去の死刑確定囚１００人以上を調べたところ、終身刑があれば死刑判決にならなかったと推定される事例が、２割あったという説もある。
	無期懲役刑の仮出所者でも平均服役期間が３０年前後に達しており、５０年以上服役している受刑者もいるなど、すでに終身刑に近い状態がある。
	終生仮釈放の可能性がない終身刑は死刑と無期懲役のギャップを埋めるものではなく、死刑よりも残虐な刑である。
	裁判員制度が導入されるにあたって、終身刑が導入されると、死刑を宣告する責任の重たさから逃れるために終身刑を選択する裁判員が増え、死刑相当である犯罪を行った者であっても終身刑を言い渡される可能性が高くなる。
	死刑は人権の問題上許されない刑であり、それを廃止するために終身刑を導入することは妥当である。
	裁判は人によって行われる以上、誤判・冤罪の可能性は常に存在する。死刑は冤罪の場合取り返しのつかない刑罰であるが、終身刑は刑の執行途中であれば再審請求を行うことができることから、冤罪による被害を最小限に留めることができる。
	無期懲役が最高刑になるとどんな凶悪な犯罪を行った者であっても2~30年で仮釈放されてしまう恐れがある。（ペルーの法律では長期刑は最高で16年までとなっているため、300件の殺人を自供し、53件までの死体の埋めた場所を告白したペドロ・ロペスなどは終身刑を宣告されたにも関わらず、釈放されている。）
	死刑は国民に支持されている刑罰であり、世界的な風潮がどうであっても、終身刑に代替する必要はない。
	死刑囚と異なり、拘置所で何らかのケアを受けながら暮らすのではなく、刑務所で刑に服しながら一生を送るという制度上、精神を病む受刑者も多く、その受刑者を扱う刑務官の肉体的・精神的負担は甚大なものになる。
	現在刑務所は定員超過になっているところがほとんどで、終生釈放されない終身刑が導入されると今のままでは受刑者を管理することができなくなる。


